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秋田支部定期総会

◎
支
部
定
期
総
会
開
催

6
月
8
日
平
成
加
年
度
定
期
総
会
を
市
内
申
．
地

「
イ
ヤ
タ
カ
」
　
で
開
催
し
た
。
総
会
に
は
支
部
役
目

1
3
名
、
支
部
代
議
員
1
4
名
、
相
談
役
2
名
の
計
理
わ

が
出
席
し
司
会
に
堀
久
美
子
代
議
員
、
議
長
に
錆
付

仁
代
議
員
を
選
出
し
、
平
成
2
7
年
度
中
に
ご
逝
ト
三
ー

れ
た
1
6
名
の
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
議
事
が
始

ま
っ
た
。
高
橋
支
部
長
の
挨
拶
の
後
辰
総
務
理
車
か

ら
「
平
成
2
7
年
度
会
務
報
告
」
「
2
8
年
度
事
業
計
両

（
案
）
」
、
大
和
田
常
務
理
串
か
ら
　
「
半
成
2
7
牛
皮
収

支
決
算
報
告
」
　
「
鱒
年
度
収
支
予
算
　
（
案
）
」
鎌
田
監

事
か
ら
　
「
ヤ
成
2
7
年
度
会
計
監
査
糀
里
‖
」
　
の
報
苦
提

案
が
あ
り
満
場
．
致
で
承
認
さ
れ
た
）
　
総
会
に
引
き

続
き
懇
親
会
に
移
り
こ
来
賓
に
N
T
T
秋
川
支
店
か

店
長
、
テ
ル
ウ
エ
ル
火
日
本
清
野
秋
川
支
店
長
、
N

T
T
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ス
川
越
秋
田
支
出
に
、
N
T

T
ィ
ン
フ
ラ
ネ
ノ
ト
浅
野
秋
川
友
情
長
、
T
T
K
中

上
秋
由
支
店
長
、
大
和
電
設
⊥
業
伊
藤
秋
田
支
居
に
、

日
本
コ
ム
シ
ス
東
北
支
店
佐
々
木
担
当
部
長
、
千
秋

通
信
建
設
小
林
社
長
を
お
迎
え
し
、
代
表
し
て
N
T

T
秋
田
支
店
窪
田
支
店
長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
、
入

関
副
支
部
長
乾
杯
の
発
声
の
後
、
終
始
和
や
か
に
会

‥
H
同
士
の
近
況
報
告
、
昔
話
に
花
が
咲
い
た
。
あ
っ

と
い
う
間
に
時
が
流
れ
小
林
副
支
部
長
の
申
締
め
の

音
頭
で
閉
会
し
た
。

ら
窪
M
支
店
長
、
貝
沼
法

人
首
業
部
長
、
澤
里
総
務

部
托
、
河
村
総
務
課
に
、

N
T
T
労
組
退
職
考
の

会
か
ら
秋
川
支
部
協
議

会
に
行
目
会
に
、
ド
コ
モ

C
S
東
北
人
m
秋
川
支

◎
N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
模
様

8
月
3
日
H
1
6
日
迄
の
4
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
秋
川
の
k
続
行
朝
の
1
つ
牲
「
燈
祭
り
は
4
日
川

と
も
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
煤

会
神
に
終
√
し
た
。
5
月
3
0
円
に
は
早
々
に
総
会
か

あ
り
、
端
橋
支
部
長
、
辰
埋
郭
が
出
席
し
、
祭
り
の

2
日
臼
の
8
月
4
日
に
は
高
橋
支
部
長
が
騎
馬
扶
植

役
の
1
人
に
選
ば
れ
N
T
T
グ
ル
ー
プ
を
代
来
し
て

大
い
に
「
秋
田
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
」
　
に
徹
し
た

◎
「
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
へ
の
参
加

N
T
T
東
日
本
－
東
北
秋
山
支
店
が
主
催
し
環
境

美
化
及
び
環
境
保
護
活
動
の
二
現
と
し
て
、
定
期
的

に
活
動
で
き
る
施
策
で
地
域
と
密
着
し
た
社
会
・
‖
猷

活
動
を
継
続
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
N
T
T

秋
田
グ
ル
ー
プ
の
企
業
イ
メ
ー
シ
ア
ノ
ブ
を
図
り
、

地
域
社
会
・
環
境
保
護
に
貢
献
す
る
た
め
と
R
的
を

定
め
毎
年
実
施
し
て
ま
す
一
人
′
牛
皮
は
こ
れ
ま
で
に

2
回
実
施
し
て
お
り
、
1
回
H
は
、
6
月
3
円
U
　
2

回
日
は
1
0
月
1
9
日
。
何
れ
も
下
前
8
時
か
ら
珊
分
程

度
で
中
央
は
中
通
ヒ
ル
周
辺
、
県
南
地
区
は
横
手
ヒ

ル
周
辺
、
県
北
地
区
は
大
館
ヒ
ル
周
辺
の
清
拭
活
動

を
実
施
し
た
。
会
員
の
参
加
状
況
は
千
秋
ク
ラ
フ
1
9

名
、
県
南
地
区
6
名
、
県
北
地
区
8
名
と
な
っ
て
い

ま
す
　
早
朝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
事
も
あ
り
参
加

者
が
い
ま
い
ち
の
感
が
あ
り
ま
す
が
楕
極
的
に
呼
び

掛
け
て
少
し
な
り
と
も
増
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
し

◎
キ
ス
釣
り
人
会
模
様
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7
月
9
日
会
員
の
交
流
を
深
め
る
た
め
秋
田
友
部

主
催
（
電
友
会
東
北
地
方
本
部
後
授
）
　
の
第
3
回
キ

ス
釣
り
大
会
が
男
鹿
市
五
里
合
沖
で
行
わ
れ
た
■
　
県

外
参
加
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
称
釣
り
前

人
・
迷
人
達
8
名
が
参
加
し
釣
果
を
競
い
合
っ
た

優
　
勝
　
佐
藤
さ
ん
　
　
2
．
8
k
g

準
優
勝
　
小
幡
谷
さ
ん
　
1
．
3
k
g

キ
ス
の
サ
ィ
ズ
も
平
均
し
て
い
て
特
別
に
大
き
い

も
の
小
さ
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た。

と
謂
年
4
月
か
ら
総
会
ま
で
に
ご
逝
去
さ
れ
た
3
名

の
合
わ
せ
て
は
名
の
方
々
に
対
し
黙
特
を
捲
け
て
こ

冥
福
を
お
祈
り
し
た
。
議
止
に
桜
M
博
氏
を
運
用
し

4
7
名
の
会
員
の
出
席
と
な
り
1
8
1
名
の
委
任
状
を

確
認
し
会
読
の
成
立
を
甘
▲
．
J
し
た
∧
　
会
長
挨
拶
に
続

い
て
辰
常
務
理
事
か
ら
　
「
平
成
刀
年
度
会
務
報
量
目
」

「
平
成
2
8
年
度
事
業
計
画

（
案
こ
大
和
榊
常
務
理
事

か
ら
　
「
辛
成
p
隼
度
収
支

決
符
裡
告
」
「
平
成
封
隼

度
収
支
√
了
竹
　
（
案
こ
　
そ

し
て
は
ル
監
平
か
ら
「
†

成
2
7
年
度
会
計
監
査
靴

◆
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
開
催

6
日
か
〓
第
5
5
回
定
期
総
会
を
イ
ヤ
タ
カ
で
開
催

し
た
　
総
会
は
堀
久
美
／
理
守
の
り
会
で
始
ま
り
、

目
頭
†
成
2
7
年
度
中
に
こ
逝
よ
さ
れ
た
9
名
の
ん
々

り
＝
」
が
あ
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
の
懇

親
会
で
は
、
高
橋
会
良
の
挨
拶
の
後
1
2
名
の
ご
来
賓

の
紹
介
を
順
次
行
い
ま
し
た
一
。
N
T
T
宮
城
弔
業
部

秋
川
支
店
詫
出
支
店
長
、
閲
沼
法
人
営
業
部
民
、
澤

里
総
務
部
に
、
森
設
備
部
長
、
河
村
総
務
課
民
、
N

T
T
労
組
秋
出
県
分
会
工
藤
交
渉
部
長
、
N
T
T
ト

コ
モ
C
S
山
北
末
永
部
長
、
テ
ル
ウ
エ
ル
東
日
本
1
日

野
秋
川
支
店
長
、
T
T
K
小
玉
秋
田
支
店
長
、
大
和

揖
設
L
業
伊
藤
秋
田
支
店
長
、
千
秋
通
信
建
設
中
林

社
長
、
円
本
コ
ム
シ
ス
佐
々
木
部
長
を
お
迎
え
し
、

代
表
し
て
N
T
T
窪
田
支
店
に
か
ら
こ
挨
拶
を
戦
き

木
村
副
会
長
の
発
声
で
乾
杯
、
終
始
和
や
か
に
懇
親

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
「
∴
取
後
に
N
T
T
労
組
秋

川
県
分
会
－
＝
堕
父
渉
部
に
の
小
節
め
の
音
頭
で
散
苓

し
た
◎
2
0
1
6
N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
ザ
真

展
に
参
加



各地区電友会だより（秋田）

千秋クラフ定期総会懇親会

NTT秋田クループ竿燈の妙技

弛

7
月
9
日
会
員
の
交
流
を
深
め
る
た
め
秋
口
友
部

主
催
　
（
電
友
会
東
北
地
方
本
部
後
援
）
　
の
第
3
回
キ

ス
釣
り
大
会
が
男
鹿
市
五
里
合
沖
で
行
わ
れ
た
　
県

外
参
加
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
称
釣
＝
∴
竹

入
・
迷
人
達
8
名
が
参
加
し
釣
果
を
競
い
合
っ
た

優
　
勝
　
佐
藤
さ
ん
　
　
2
．
8
k
g

準
優
勝
　
小
幡
谷
さ
ん
　
1
．
3
短

キ
ス
の
サ
イ
ズ
も
平
均
し
て
い
て
特
別
に
大
き
い

も
の
小
さ
い
も
の
は
ほ
と
ん
と
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た。

と
謂
年
4
月
か
ら
総
会
ま
で
号
ご
逝
上
さ
れ
ト
3
名

の
合
わ
せ
て
は
名
の
方
々
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
て
こ

冥
福
を
お
祈
り
し
た
。
議
長
に
桜
M
博
氏
を
避
H
＝
し

4
7
名
の
会
員
の
出
席
と
な
り
1
8
1
わ
の
委
任
状
を

確
認
し
会
議
の
成
立
を
音
▲
一
一
▲
H
し
た
′
　
会
長
挨
拶
に
続

い
て
辰
常
務
理
事
か
ら
　
「
平
成
2
7
年
度
会
務
報
む
」

「
平
成
2
8
年
度
事
業
計
画

（
案
）
」
大
和
田
常
務
理
事

か
ら
「
†
成
2
7
年
度
収
支

決
竹
侶
告
」
「
†
成
鱒
隼

度
収
支
．
ト
節
　
へ
案
こ
　
そ

し
て
浅
井
監
‥
竹
か
ら
′
　
二
γ

成
2
7
年
度
会
計
監
査
鋸

◆
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
2
3
日
第
5
5
回
定
期
総
会
を
イ
ヤ
タ
カ
で
開
催

し
た
　
総
会
は
堀
久
美
卜
理
車
の
パ
会
で
始
ま
り

目
頭
†
成
2
7
年
度
中
に
こ
逝
去
さ
れ
た
9
名
の
力
々

告
」
が
あ
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
の
懇

親
人
ム
で
は
、
高
橋
会
長
の
挨
拶
の
後
は
名
の
ご
来
賓

の
紹
介
を
順
次
行
い
ま
し
た
。
N
T
T
宮
城
事
業
血

秋
川
支
店
窪
田
支
店
長
、
開
沼
法
人
営
業
部
民
、
澤

里
総
務
部
に
、
森
設
備
部
長
、
河
村
総
務
課
岳
、
N

T
T
労
組
秋
田
県
分
会
工
藤
交
渉
部
長
、
N
T
T
ト

コ
モ
C
S
東
北
末
永
部
長
、
テ
ル
ウ
エ
ル
東
日
本
・
…

野
秋
旧
支
店
良
、
T
T
K
小
玉
秋
田
支
店
長
、
大
和

小
皿
化
成
仁
業
伊
藤
秋
田
支
店
長
、
千
秋
通
信
建
設
小
林

社
長
、
日
本
コ
ム
シ
ス
佐
々
木
部
長
を
お
迎
え
し
、

代
表
し
て
N
T
T
窪
田
支
店
長
か
ら
こ
挨
拶
を
搬
き

木
村
副
会
長
の
発
声
で
乾
杯
、
終
始
和
や
か
に
懇
親

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
［
奴
後
に
N
T
T
労
組
秋

l
＝
県
分
会
十
日
嘩
父
渉
部
に
の
申
締
め
の
音
頭
で
散
会

し
た
◎
2
0
1
6
N
T
T
秋
‖
グ
ル
ー
プ
や
燈
会
Ⅴ
真

展
に
参
加
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うーん、すこいねエー

踊りも若々しく手をのはして

元気で楽しく活動しています

N
T
T
秋
閃
ク
ル
ー
フ
竿
燈
会
発
足
却
隼
を
記
念

し
て
、
「
N
T
T
秋
川
グ
ル
ー
プ
の
什
丁
燈
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
写
真
展
を
N
T
T
東
日
本
秋
旧
支
店
社
外

ホ
ー
ム
ペ
ー
シ
で
展
▲
小
す
る
の
で
と
参
加
の
果
請
が

あ
り
、
余
日
の
小
か
ら
3
名
　
｛
鎌
‖
久
雄
さ
ん
、
目

頭
忠
鹿
き
ん
、
渡
部
よ
し
ふ
る
さ
ん
）
　
い
卜
参
加
し
て

も
ら
い
ま
し
た
′

⑳
ヽ
T
T
－
O
B
余
技
作
目
冊
展
開
催

毎
隼
恒
例
の
余
技
作
品
展
を
N
T
T
労
組
退
職
昔

の
会
と
の
共
催
で
1
0
月
1
4
日
1
1
6
日
迄
の
3
日
間
∵

わ
た
り
聞
催
し
た
。
出
展
者
4
3
名
の
方
々
か
ら
写
吾
ハ
、

日
日
、
木
版
画
、
水
彩
画
、
凧
絵
、
絵
手
紙
、
陶
器
、

鎌
倉
彫
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
紙

粘
土
作
品
、
手
芸
各
種
、
思
い
出
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ト
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
作
品
一
式
等
等
1
5
稚

2
3
5
点
の
力
作
が
勢
揃
い
し
鑑
賞
に
訪
れ
た
お
客

様
の
心
を
魅
了
し
た
。
こ
の
度
は
県
南
の
‖
侮
沢
、
相

手
の
会
員
皆
様
か
ら
の
　
「
苦
」
　
や
「
手
‖
▲
亡
等
の
出

展
も
あ
り
一
段
と
賑
わ
い
を
見
せ
た
の
で
は
と
満
足

屈品作技余

感
に
浸
っ
た
お
も
い
で
し
た
（

う
裾
野
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
入
場
者

数
2
5
8
名
で
昨
年
よ
り

持
干
「
回
り
ま
し
た
が
め

げ
ず
い
い
、
こ
れ
か
ら
も
展

示
作
品
の
質
、
【
一
里
の
充
実

を
図
り
よ
り
沢
山
の
方
々

一
過
性
に
な
ら
ぬ
よ

劫
計
画
で
あ
る
、
老
人
保
健
施
設
訪
問
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
頑
張
ろ
う
と
、
施
設
の
方
々
の
顔
を

目
に
浮
か
べ
な
が
ら
、
練
習
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

月
曜
会
は
、
元
気
で
楽
し
く
、
会
員
と
の
交
流
の

場
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

活
動
の
内
容

①
毎
月
第
4
月
曜
日
　
午
後
1
時
半
か
ら
2
時
間

②
会
場
　
秋
田
市
民
市
場
　
2
階
会
議
室

③
会
費
　
年
2
回
　
（
1
回
3
0
0
0
円
）

（
テ
ー
プ
、
衣
裳
代
、
衣
装
縫
製
）

チ
会
H
は
随
時
日
赤
集
し
て
お
り
ま
す
「
ノ

槽
さ
′
ル
も
▲
諸
い
け
登
し
ふ
な
か
ら
活
動
し
ま
せ
ん

カ

に
鑑
賞
し
て
も
ら
え
る
余
技
展
に
し
て
い
き
た
い
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
■

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

朴
千
秋
月
曜
会

2
8
年
の
夏
は
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
ノ
会

‥
〓
の
し
＝
…
輪
化
も
進
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
熱
中
症

√
了
肋
に
も
、
気
を
配
り
ま

し
た
　
あ
ま
り
の
H
さ
に

夏
の
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
沃

動
を
日
南
し
ま
し
た

今
後
は
、
隼
り
】
回
の
活
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邦

榔
N
T
T
・
O
B
秋
川
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

封
隼
の
例
会
は
4
月
日
日
人
平
山
c
c
、
¶
日
は

冬
空
で
小
雪
が
舞
う
肌
寒
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た

5
日
は
北
3
県
（
青
森
∴
右
手
・
秋
m
）
　
の
大
会
が

．
1
1
県
（
大
半
川
c
c
）
　
で
叫
名
（
秋
m
1
8
名
）
　
の
参

加
で
行
わ
れ
た
「
）
　
6
J
l
は
法
吉
さ
ん
が
椿
ム
〓
c
c
で

凄
い
ス
コ
ア
、
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
7
2
　
（
O
U
T
3
6
・

I
N
3
6
）
　
を
達
成
し
た
。

優
勝
　
石
川
　
孝
雄

5
J
J
　
（
南
秋
川
c
c

優
勝
　
食
指
　
　
巽

6
月
　
｛
椿
′
［
c
c

優
勝
　
鈴
木
　
光
雄

7
＝
H
　
｛
ノ
ー
ス
H
G
C

優
勝
　
∵
出
際
　
川
和

8
＝
　
（
ロ
イ
ヤ
ル
G
C

優
勝
　
鎌
州
別
左
衛
門

準
優
勝
　
千
旧
　
f
f
〃

2
6
名
参
加
｝

叩
優
順
　
一
．
浦
　
毅
▲

2
7
名
参
加
一

準
優
勝
　
法
Ⅰ
〓
　
イ
雪
目

2
6
名
参
加
）

準
優
勝
　
馬
町
　
新
悦

挙
れ
参
加
）

叩
優
勝
　
安
部
　
正
義

9
日
6
回
黒
名
　
　
1
0
日
6
回
予
定

な
お
、
今
後
の
．
ト
一
牢
と
し
て
は
、
日
日
に
カ
ノ
ブ

争
奪
戦
の
開
催
、
1
2
月
は
人
忘
隼
会
を
計
両
し
て
い

ます。

9
日
　
（
幻
聴
G
C

優
勝
　
十
日
　
育
朋

1
0
月
　
（
人
ヅ
山
c
c

優
瞞
　
渡
部
　
　
い
り

■
9
名
参
加
｝
準
優
勝
　
安
部
　
正
義

2
4
名
参
加
）

準
優
勝
　
藤
日
　
放
明

3
．
†
秋
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

∴
疋
例
例
会
（
乱
打
練
習

試
人
目
形
式
で
の
練
習
及
ひ

余
日
の
情
配
交
換
）

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

∵
後
1
叫
か
ら
3
帖
ま
で

の
り
］
叫
聞
、
場
所
は
秋
川

車
内
の
車
艮
甜
心
い
の
．
ノ

森
公
国
の
中
に
あ
る
件
肯
館
で
練
習
し
て
い
ま
す

5
＝
か
ら
川
日
ま
で
の
月
別
の
美
施
回
放
及
び
参

加
音
数
は
次
の
通
り
で
す

ル
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ

∴
疋
糊
入
会
実
施
状
況

第
1
リ
」
9
回
定
期
人
杢

優
勝
　
人
和
m
　
篤

∴
疋
糊
例
人
ム
冥
施
状
況

6
日
∵
4
日
　
7
々
〔

9
月
3
日
　
6
々
¶

8
日
‥
H
‖

準
優
勝

7
日
〓
リ
」
〓

（
－
■
一
l
】

■
6
れ
参
加

一
一
▲
浦
　
山
心
雄

、l、∵∵上
り
夕
日

成
績
は
次
の
と
お
り

4
月
　
｛
大
平
山
c
c
　
封
名
参
加
〉

5
月
6
回
封
れ

7
月
7
回
1
H
名

6
日
∵
b
回
薄
れ

ヾ
U
日
日
1
．
日
十
∴
γ

‥
皇
県
川
作
付
胱
囲
丑
∵
人
仝
二
0
日
川
〓
閃
催
）
　
に

T
T
T
現
役
と
八
日
目
チ
ー
ム
ヤ
、
各
地
域
メ
ン
ハ
Ⅰ
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囲碁でさらに脳を鍛えて・

Ⅰ’maCraftsman．
野球で言えば、勝負ところで代手丁として登場する職人

肌の切り札といったところでしょうか。私たちの工場

には、40年間ずっと働いている単色の印刷機があり、

それを使い続けているスタッフがいます。近頃、お呼

びがかかるのは年に数回。しかし、ここそというときに、

その力をフルに発揮して、注文通りの仕事をキチッと

こなす。今や印刷機械もハイテク化が進み、人間が脇

役のような感すらあります。しかし、機械が進化すれば

するほと、問われるのは機械を使いこなす人間の創造

性のようです。宗先端の機械が私たちの工場でもレギ

ュラーとなった今、一つの占い機械を通して脈々と受

け継がれている、クラフトマンシップにこたわり続け

ていきたいと思います。
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と
し
て
、
会
‥
H
6
名
が
参
加
、
健
闘
し
た

・
今
後
の
㌢
定

第
1
3
1
回
定
期
大
会
　
2
月
4
日

定
則
例
会
　
1
月
7
日
　
3
月
4
日
で
す
。

場
所
は
い
ず
れ
も
、
N
T
T
秋
田
支
店
内
O
B
サ

ロ
ン
で
行
い
ま
す
。


